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流域連携

まつむら くみこ

【氏名】 松村 紅実子
まつむら くみこ

【現職】

オフィス計都代表

昭和４９年よりフリーアナウンサー、コピーライター、放送番組パーソナリティ、ミニコミ誌
編集発行などで活躍。昭和５０年代から豊の国づくり塾で塾生、運営委員として活動し、
全国各地の地域づくりの仲間との交流を行なってきた。
平成１６年に川で活動する女性たちとNPO法人おおいたリベイラを設立し 子ども川

【略歴】

平成１６年に川で活動する女性たちとNPO法人おおいたリベイラを設立し、子ども川
大使会議を各河川で開き、流域のネットワークづくりなどの活動を展開中。
受賞・大分市活き粋まちづくり活性化協力賞 H5

・あしたのまち・くらしづくり活動賞 大分県 最優秀賞 H18
・全国民放 ラジオ教育部門番組 全国２位「もう一度歌いたい私の白線流し」等。

平成12年11月水源地域対策アドバイザーに就任。

平成13年度 京都府南山城村

（高山ダム）

平成14年度 佐賀県東脊振村

（五ヶ山ダム）

ＮＰＯ法人 おおいたリベイラ 理事長

南蛮文化と大友宗麟を学ぶ会「ふらんしすこ」代表

温泉宿泊施設 山香温泉 風の郷 総支配人

佐伯市民放送(株) ミ テ 副社長

【他の役職・就任歴等】【これまでの派遣先】

（五ヶ山ダム）

平成15年度 大分県野津原町

（大分川ダム）

平成18年度 奈良県川上村

（大滝ダム）

佐伯市民放送(株)コミュニティＦＭ副社長

ＮＰＯ「豊前の国建設倶楽部」監事

九州新長期ビジョン検討委員（九州地方整備局）

国土庁２１世紀地域政策研究会委員

九州流域ネットワーク会議情報委員 等

大分県の「豊の国づくり塾」で地域おこしに取り組み、歴史をヒントにした町おこし
を実践しながら、かって重要な道であった川の流域にその原点を探し、地域連携
を考えていきたいと思っています。地域づくりはまず人起こし、自分づくりから。

【自己紹介】


